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シリーズ 中学校武道 授業の充実に向けて●129
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業
の
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実
に
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●129
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以
降
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盲
学
校
で
あ
る
本
校
で
は
、
平
成

24
（
２
０
１
２
）
年
度
の
中
学
校
武
道

必
修
化
以
前
か
ら
、
男
女
共
習
で
剣
道

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
構
え
や
素
振

り
、
足
さ
ば
き
な
ど
の
基
本
動
作
は
身

に
つ
け
る
こ
と
は
で
き
た
が
、
面
打
ち

や
胴
打
ち
な
ど
の
基
本
打
突
で
は
相
手

の
立
ち
位
置
や
面
の
高
さ
、
距
離
感
な

ど
を
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
な
た
め
、

相
手
の
動
き
に
合
わ
せ
た
攻
防
や
か
け

ひ
き
、
技
が
決
ま
る
楽
し
さ
な
ど
を
実

感
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
と
感
じ
て
い

た
。
ま
た
、
柔
道
に
取
り
組
ん
だ
こ
と

も
あ
る
が
、
安
全
な
環
境
の
中
で
授
業

す
る
た
め
に
は
、
市
内
の
武
道
館
ま
で

往
復
バ
ス
で
出
か
け
る
こ
と
が
必
要
と

な
り
、
十
分
に
柔
道
の
授
業
時
間
を
費

や
す
こ
と
が
難
し
い
状
況
で
あ
っ
た
。

　

日
本
武
道
館
と
全
日
本
弓
道
連
盟
主

催
の
全
国
弓
道
指
導
者
研
修
会
へ
の
参

加
を
契
機
に
、
全
日
本
弓
道
連
盟
並
び

に
函
館
市
弓
道
連
盟
か
ら
指
導
を
い
た

だ
き
、
弓
道
の
授
業
に
取
り
組
む
こ
と

が
可
能
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま

で
全
国
の
盲
学
校
で
は
実
践
例
が
な
い

た
め
、
先
進
し
て
弓
道
の
授
業
を
行
っ

て
い
る
中
学
校
の
資
料
を
参
考
に
し
つ

　

本
校
で
は
平
成
29
（
２
０
１
７
）
年
度
よ
り
、
保
健
体
育
武
道
に
お
い
て 

「
弓
道
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
視
覚
に
障
が
い
が
あ
り
、
見
え
な
い
、
見

え
に
く
い
生
徒
が
安
全
に
楽
し
く
弓
道
の
学
習
に
取
り
組
む
に
は
、
ど
の

よ
う
な
配
慮
や
支
援
が
必
要
な
の
か
。

　

本
稿
で
は
、「
見
え
な
い
か
ら
」
と
い
う
理
由
で
難
し
い
と
思
わ
れ
て
き

た
弓
道
の
授
業
に
、
手
探
り
の
中
で
続
け
て
き
た
２
年
間
の
実
践
に
つ
い

て
ま
と
め
た
。

　
つ
ま
ず
き
を
ど
う
克
服
し
た
か
㉒

　
　（
視
覚
障
が
い
の
あ
る
生
徒
の
弓
道
授
業
に
つ
い
て
）

工
藤　

純
弥

の
動
き
を
正
確
に
行
う
こ
と
で
、
的
中

で
き
る
競
技
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
相

手
の
動
き
に
合
わ
せ
た
り
、
攻
防
の
状

況
を
理
解
し
た
り
す
る
難
し
さ
を
解
消

で
き
る
。
ま
た
、
視
覚
障
が
い
の
あ
る

人
は
音
に
敏
感
で
あ
り
、
弦
音
や
的
中

音
、
安
土
に
当
た
っ
た
場
合
で
も
恐
怖

を
感
じ
る
こ
と
も
な
く
適
度
な
音
で
あ

り
、
安
心
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
。

⑵
弓
道
を
授
業
で
実
践
す
る
た
め
の
環

境
設
定
や
配
慮
事
項
と
し
て

①
生
徒
が
安
心
し
て
取
り
組
め
る
環
境
設

定

　

普
段
の
保
健
体
育
で
授
業
を
行
っ
て

い
る
体
育
館
を
利
用
し
て
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
。
ど
の
方
向
に
何
が
あ

り
、
ど
こ
に
向
か
っ
て
何
を
す
べ
き
か

分
か
り
や
す
い
（
い
つ
も
通
り
の
授
業

の
中
で
実
践
が
で
き
た
）。

②
視
覚
障
が
い
に
配
慮
し
た
教
材
教
具

　

的
を
外
し
て
も
、
は
ね
返
ら
な
い
、

大
き
な
音
が
し
な
い
、
弓
具
や
周
り
の

物
が
壊
れ
な
い
な
ど
の
安
心
・
安
全
な

環
境
を
整
え
や
す
い
。（
プ
ー
ル
用
教

材
、
畳
、
断
熱
材
な
ど
、
校
内
の
備
品

な
ど
で
代
替
が
で
き
た
）。

③
見
え
な
い
、見
え
に
く
さ
へ
の
配
慮
（
視

覚
障
が
い
の
あ
る
生
徒
に
対
す
る
配
慮

一
般
）

▽
立
つ
位
置
、
足
踏
み
の
広
さ
な
ど
が

分
か
り
や
す
い
配
慮
と
し
て
（
色
、

床
の
凸
印
）

　

床
に
紐
ロ
ー
プ
で
凸
を
つ
け
る
、
見

え
や
す
く
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
あ
る
色
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
た
テ
ー
プ
を
床
に

は
る
、
テ
ー
プ
の
長
さ
を
矢
束
の
長
さ

に
す
る
、
な
ど
の
分
か
り
や
す
い
環
境

を
設
定
し
た
。

▽
的
の
方
向
、
距
離
や
高
さ
が
分
か
り

や
す
い
配
慮
と
し
て
（
音
、声
、光
）

　

的
の
方
向
に
音
や
光
を
出
し
て
、
方

向
や
距
離
感
を
ア
シ
ス
ト
す
る
。
全
て

の
基
本
は
声
や
音
声
な
ど
、
聴
覚
か
ら

北
海
道
函
館
盲
学
校
教
諭

つ
、
一
つ
一
つ
の
様
々
な
課
題
を
ク
リ

ア
し
な
が
ら
授
業
実
践
に
向
け
た
準
備

を
始
め
た
。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９次
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度
以
降
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け
て

成
果
と
課
題

授
業
実
践
に
向
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て

弓
道
の
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践

授
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実
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り

◯
◯
◯
◯
◯
◯

10 11 12◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

は
じ
め
に―

弓
道
に
取
り

組
む
以
前
の
武
道
の
学
習

２
年
間
の
実
践
を

ふ
り
返
っ
て

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

⑴
視
覚
障
が
い
が
あ
っ
て
も
弓
道
を
実

践
で
き
る
は
ず
―
―
確
信
で
き
た

根
拠

①
道
具
の
分
か
り
や
す
さ
…
…
非
対
称
の

道
具
で
あ
り
、
持
つ
位
置
な
ど
が
分
か

り
や
す
い

　

弓
具
の
形
状
、
素
材
が
触
察
で
も
分

か
り
や
す
い
（
弓
が
左
手
、
弦
が
右
手

な
ど
）。

　

握
り
皮
と
籐と
う

と
の
材
質
の
違
い
に
よ

る
握
る
位
置
が
分
か
り
や
す
い
（
弦
の

太
さ
の
違
い
や
筈
が
あ
る
こ
と
に
よ
る

矢
番
え
の
分
か
り
や
す
さ
な
ど
）。

②
結
果
の
分
か
り
や
す
さ
…
…
当
た
っ
た

位
置
、
当
た
り
方
を
自
ら
判
断
・
分
析

が
で
き
る

　

３
ｍ
程
度
の
距
離
で
大
的
に
矢
を
射

る
授
業
の
中
で
、
射
法
を
終
え
た
後

に
、
自
分
で
矢
所
を
確
か
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
弓
道
場
で
は
、
上
級
者
の
弦

音
を
聞
い
て
的
中
し
た
音
を
理
解
で

き
、
自
分
た
ち
と
の
音
の
違
い
を
感
じ

て
い
た
。
ク
ロ
ッ
ク
方
向
（
２
時
の
方

向
等
）
の
説
明
を
聞
く
こ
と
で
ね
ら
い

所
を
理
解
で
き
て
い
た
。

③
動
き
（
作
法
）
の
分
か
り
や
す
さ
…
…

射
法
八
節
は
一
連
の
決
ま
っ
た
動
き
で

あ
る

　

一
つ
一
つ
の
動
き
に
は
、
固
有
の
名

称
が
あ
り
、
そ
の
動
き
方
も
共
通
の
も

の
に
な
っ
て
い
る
の
で
分
か
り
や
す

い
。
そ
の
た
め
道
具
を
持
た
な
く
て
も

言
葉
を
発
し
な
が
ら
動
作
（
射
法
）
を

理
解
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
た
。
始
ま

り
方
、
終
わ
り
方
が
決
ま
っ
て
い
る
の

で
見
通
し
を
も
ち
や
す
い
。

　

言
葉
に
よ
る
説
明
を
聞
い
て
、
動
き

方
へ
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
や
す
く
、
具

体
的
な
数
字
で
表
現
で
き
る
の
で
自
ら

考
え
判
断
し
て
取
り
組
み
や
す
い
。（
打

起
し
～
45
度
上
げ
る
、
足
踏
み
～
足
を

60
度
開
く
な
ど
）

④
的
は
動
か
な
い
、
適
度
な
音
で
あ
る

…
…
視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
が
安
心
で

き
る
競
技
で
あ
る

　

弓
道
で
は
的
は
絶
対
に
動
か
な
い
も

の
で
あ
り
、
そ
こ
に
向
け
て
射
法
八
節

床に紐ロープで凸をつける
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お
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

　

授
業
内
容
に
つ
い
て
は
、「
巻
藁
よ

り
も
大
的
を
使
っ
た
練
習
の
方
が
安
全

で
あ
る
」、
と
の
指
導
を
い
た
だ
き
、

準
備
に
取
り
か
か
る
。

⑵
「
弓
道
授
業
指
導
の
手
引
き
」「
少

年
弓
道
」
の
活
用

　

弱
視
の
生
徒
に
は
、「
少
年
弓
道
」

の
絵
（
漫
画
）
を
拡
大
コ
ピ
ー
し
て
冊

子
に
し
た
。
全
盲
の
生
徒
に
は
、
手
引

き
等
を
点
字
に
訳
し
た
文
を
冊
子
に
し

て
教
科
書
と
し
て
扱
っ
た
。
言
葉
に
よ

る
説
明
を
聞
く
よ
り
も
、
教
科
書
を
活

用
し
た
こ
と
で
更
に
理
解
度
が
高
ま
っ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９次
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⑴
単
元
目
標

▽
弓
道
の
定
め
ら
れ
た
作
法
に
よ
り
、

立
ち
方
、
歩
き
方
な
ど
の
基
本
的
な

動
作
が
で
き
、
射
法
八
節
を
中
心
と

し
た
技
能
を
身
に
付
け
る
よ
う
に
す

る
。

▽
弓
道
具
の
扱
い
方
や
、
射
法
八
節
の

名
称
を
知
り
、
学
習
の
仕
方
を
工
夫

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

▽
弓
道
の
学
習
の
仕
方
や
安
全
に
気
を

配
り
、
礼
儀
作
法
や
相
手
の
立
場
を

尊
重
し
、
協
力
す
る
態
度
を
育
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

⑵
単
元
計
画

▽
授
業
時
数
…
…
18
時
間
（
う
ち
弓
道

場
に
て
６
時
間
、教
室
に
て
２
時
間
）

▽
実
施
日
程
…
…
９
／
19
～
11
／
17

▽
場
所
…
…
教
室
、
体
育
館
、
函
館
市

千
代
台
弓
道
場

▽
対
象
生
徒
…
…
中
１
男
子
１
名
（
全

盲
）、
中
２
女
子
１
名
（
弱
視
）

の
情
報
が
主
で
あ
り
、
音
源
に
向
け
て

集
中
で
き
る
。
方
向
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
射
法
八
節
を
声
に
出
し
な
が
ら
学

習
す
る
こ
と
に
よ
る
技
能
習
得
の
し
や

す
さ
が
あ
る
。
さ
ら
に
的
紙
の
背
景
は

黒
色
と
し
て
、
よ
り
的
が
見
え
や
す
い

配
慮
を
し
た
。

⑶
教
育
課
程
へ
の
位
置
づ
け

　

保
健
体
育
武
道
と
し
て
教
育
課
程
に

位
置
づ
け
る
た
め
に
は
、
単
元
目
標
、

指
導
計
画
、
評
価
基
準
な
ど
の
整
備
が

必
要
と
な
る
。
学
習
指
導
要
領
解
説

な
ど
に
例
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
全
日
本
弓
道
連
盟
作
成
の
「
弓
道

指
導
の
手
引
き
」
や
「
少
年
弓
道
」
な

ど
の
文
献
を
参
考
に
し
て
作
成
し
た
。

日
時

場
所

主
な
学
習
内
容

使
用
教
材

備　

考

９
／
19
（
火
）

教
室

・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

・
弓
道
の
歴
史
に
つ
い
て

Ｄ
Ｖ
Ｄ

点
字
参
考
書
、

拡
大
文
字
参
考
書

１
時
間

10
／
３
（
火
）

体
育
館

・
道
具
の
名
称

・
学
習
の
し
か
た

・
注
意
事
項
に
つ
い
て

解
説
資
料

弓

１
時
間

10
／
６
（
金
）

　
　

10
（
火
）

　
　

12
（
木
）

体
育
館

・
基
本
動
作
を
知
る

　
（
射
法
八
節
）

・
徒
手
、
紐
、
ゴ
ム
弓

紐
、
ゴ
ム
弓

弓

１
時
間
×
３

10
／
17
（
火
）

　
　

20
（
金
）

　
　

21
（
土
）

体
育
館

・
弓
、
矢
等
の
道
具
を
扱
う

・
素
引
き

・
大
的
へ
の
射

ゴ
ム
弓
、
弓
、
矢

弽
、
胸
当
て

大
的

１
時
間
×
３

10
／
24
（
火
）

　
　

31
（
火
）

11
／
14
（
火
）

体
育
館

・
入
退
場
の
し
か
た

・
大
的
へ
の
射

・
礼
儀
に
つ
い
て

弓
、
矢

弽
、
胸
当
て

大
的

１
時
間
×
３

11
／
７
（
火
）

教
室

・
用
語
等
の
確
認

・
自
己
評
価

点
字
教
科
書
、

拡
大
文
字
教
科
書
、

自
己
評
価
用
紙

１
時
間

11
／
16
（
木
）

　
　

17
（
金
）

弓
道
場

・
弓
道
場
を
知
る

・
道
場
に
お
け
る
作
法

・
道
場
に
て
射
る

弓
、
矢
、

弽
、
胸
当
て

巻
藁
／
的

３
時
間
×
２

運
動
へ
の

関
心
・
意
欲
・
態
度

運
動
に
つ
い
て
の

思
考
・
判
断

運
動
の
技
能

運
動
に
つ
い
て
の

知
識
・
理
解

・
弓
道
の
学
習
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

・
安
全
に
留
意
し
、
礼

儀
作
法
や
相
手
の
立
場

を
尊
重
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
。

・
仲
間
と
協
力
し
、
自

分
の
役
割
を
果
た
し
た

り
、
練
習
し
た
り
し
て

い
る
。

・
基
本
動
作
を
身
に
付

け
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

を
見
付
け
、
課
題
解
決

に
適
し
た
練
習
方
法
を

選
ん
で
い
る
。

・
弓
道
の
基
本
動
作
と

な
る
射
法
八
節
を
中
心

と
し
た
技
能
を
身
に
付

け
て
行
う
こ
と
が
で
き

る
。

・
弓
道
の
定
め
ら
れ
た

作
法
に
よ
り
、
立
ち

方
、座
り
方
、歩
き
方
、

回
り
方
な
ど
の
基
本
動

作
が
で
き
る
。

・
弓
道
の
特
性
や
成
り

立
ち
に
つ
い
て
理
解

し
、
学
習
し
た
具
体
例

を
挙
げ
て
い
る
。

・
武
道
の
伝
統
的
な
考

え
方
に
つ
い
て
、
理
解

し
た
こ
と
を
言
っ
た
り

書
き
出
し
た
り
し
て
い

る
。

・
弓
道
具
の
扱
い
方
や

射
法
八
節
の
名
称
、
練

習
の
仕
方
に
つ
い
て
理

解
し
て
い
る
。

⑶
学
習
計
画
（
１
年
次
）
…
…
18
時
間

⑷
評
価
基
準

（
北
海
道
函
館
盲
学
校
編
）点字で作成した「射法八節」の解説文

全日本弓道連盟から
弓具等の寄贈 弓道場にて初めての巻藁練習

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９次
年
度
以
降
に
向
け
て

成
果
と
課
題

授
業
実
践
に
向
け
て

弓
道
の
実
践

授
業
実
践
よ
り

◯
◯
◯
◯
◯
◯

10 11 12◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

は
じ
め
に―

弓
道
に
取
り

組
む
以
前
の
武
道
の
学
習

２
年
間
の
実
践
を

ふ
り
返
っ
て

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

⑴
全
日
本
弓
道
連
盟
か
ら
の
支
援
（
弓

具
等
の
寄
贈
並
び
に
授
業
内
容
に
つ

い
て
の
指
導
を
賜
る
）

　

授
業
実
践
の
前
に
全
日
本
弓
道
連
盟

よ
り
、
弓
具
（
弓
・
矢
・
胸
当
て
・
弽
・

下
掛
け
・
ゴ
ム
弓
）
を
寄
贈
し
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
っ
た
。
全
日
本
弓
道
連

盟
副
会
長
、
北
海
道
弓
道
連
盟
会
長
、

函
館
市
弓
道
連
盟
会
長
よ
り
直
接
本
校

生
徒
へ
手
渡
さ
れ
、
弓
道
の
心
得
等
の

授業では
大的を使用

ゴム弓を使って射法八節の練習

た
。

⑶
射
法
八
節
の
動
作
習
得
を
目
指
し
、

繰
り
返
し
取
り
組
ん
だ
基
本
練
習

　

徒
手
、
紐
、
ゴ
ム
弓
を
使
っ
て
、
体

の
動
か
し
方
の
習
得
を
目
指
し
た
。
特

に
紐
弓
で
は
結
び
目
の
位
置
が
あ
る
こ

と
で
全
盲
の
生
徒
に
も
、
打
起
こ
し
や

大
三
が
分
か
り
や
す
く
、
離
れ
で
も
安

心
し
て
取
り
組
め
て
い
た
。
ま
た
、
ゴ

ム
弓
は
「
手
の
内
」
を
理
解
す
る
こ
と

や
、「
引
分
け
」
の
感
覚
を
得
る
に
は

適
し
た
教
材
で
あ
っ
た
。

　

的
前
練
習
は
、
約
３
ｍ
手
前
か
ら
大

的
（
直
径
約
80
セ
ン
チ
）
を
使
用
し
て

行
っ
た
。
一
通
り
の
体
配
を
終
え
た
後

に
、
的
に
触
れ
な
が
ら
矢
所
を
確
か
め

た
。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９次
年
度
以
降
に
向
け
て

成
果
と
課
題

授
業
実
践
に
向
け
て

弓
道
の
実
践

授
業
実
践
よ
り

◯
◯
◯
◯
◯
◯

10 11 12◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

は
じ
め
に―

弓
道
に
取
り

組
む
以
前
の
武
道
の
学
習

２
年
間
の
実
践
を

ふ
り
返
っ
て

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

⑴
函
館
市
弓
道
連
盟
か
ら
の
支
援
、
理

解
、協
力
（
弓
道
場
で
の
学
習
体
験
）

　

単
元
の
最
後
に
弓
道
場
を
訪
問
し
、

道
場
内
や
練
習
風
景
を
見
学
し
た
後
、

巻
藁
や
矢
道
か
ら
の
的
前
練
習
な
ど
を

体
験
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
実
際
に
矢
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単
元
構
成
を
工
夫
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

盲
学
校
の
生
徒
が
正
し
く
理
解
さ
れ

て
、「
障
が
い
者
で
は
な
く
、
一
人
の

中
学
生
」
と
い
う
差
別
感
や
偏
見
の
な

い
社
会
の
一
員
と
し
て
様
々
な
人
と

関
わ
り
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
弓
道

に
親
し
む
基
礎
を
育
み
、
楽
し
く
学
ん

で
ほ
し
い
と
願
う
。
そ
の
た
め
に
も
、

自
身
の
弓
道
の
技
術
、
指
導
力
を
高
め

る
た
め
の
努
力
も
必
要
で
あ
る
。
今
後

も
全
日
本
弓
道
連
盟
並
び
に
函
館
市
弓

道
連
盟
か
ら
の
指
導
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て
い
き

た
い
。

　

昨
年
の
経
験
者
は
、
約
１
年
ぶ
り
の

弓
道
で
あ
っ
た
が
、
忘
れ
て
い
る
こ
と

が
多
く
、
同
じ
よ
う
な
内
容
で
２
年
続

け
て
の
学
習
と
な
っ
た
。
座
射
、
二
矢

な
ど
発
展
内
容
を
少
し
で
も
取
り
入
れ

て
、
昨
年
よ
り
も
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
た

と
実
感
を
も
た
せ
る
た
め
の
工
夫
が
足

り
な
か
っ
た
と
考
え
る
。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９次
年
度
以
降
に
向
け
て

成
果
と
課
題

授
業
実
践
に
向
け
て

弓
道
の
実
践

授
業
実
践
よ
り

◯
◯
◯
◯
◯
◯

10 11 12◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

は
じ
め
に―

弓
道
に
取
り

組
む
以
前
の
武
道
の
学
習

２
年
間
の
実
践
を

ふ
り
返
っ
て

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　

来
年
度
以
降
も
継
続
し
、
生
徒
自
ら

が
成
長
を
感
じ
ら
れ
る
指
導
内
容
と
、

で
き
、
自
ら
の
行
動
に
自
信
を
も
て
る

よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
自
宅
玄
関
の

靴
の
並
べ
方
に
変
化
が
見
ら
れ
た
生
徒

も
お
り
、
弓
道
の
授
業
を
通
し
て
精
神

的
に
も
、
生
活
の
マ
ナ
ー
面
で
も
自
身

の
成
長
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

⑵
課
題
と
し
て

　

１
年
目
は
無
我
夢
中
で
取
り
組
み
、

18
時
間
と
い
う
保
健
体
育
最
大
の
配
当

時
数
と
し
た
た
め
、
２
年
目
は
他
の
単

元
と
の
関
係
で
10
時
間
余
り
と
な
っ

た
。
そ
の
分
、
初
心
者
に
は
十
分
に
基

礎
練
習
に
取
り
組
む
時
間
が
な
く
、
射

の
楽
し
さ
を
実
感
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。

③
武
道
と
し
て
の
授
業
を
確
立
で
き
た

こ
と

　

中
学
校
学
習
指
導
要
領
武
道
の
ね
ら

い
や
目
標
に
準
じ
て
、
弓
道
の
単
元
目

標
や
指
導
計
画
、
評
価
基
準
を
作
成
す

る
こ
と
で
、
弓
道
を
武
道
の
授
業
と
し

て
確
立
で
き
た
。
前
例
の
な
い
こ
と
で

は
あ
る
が
、
今
後
も
本
校
の
特
色
あ
る

学
習
と
し
て
継
続
し
て
い
き
た
い
。

④
弓
道
の
魅
力
が
生
徒
自
身
の
自
信
に

つ
な
が
っ
た
こ
と

　

的
と
向
き
合
っ
て
い
る
生
徒
の
集
中

力
は
、
さ
ら
な
る
向
上
心
を
高
め
、
的

中
を
生
み
、
そ
れ
ら
が
弓
道
の
楽
し
さ

に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。
そ
う
し
た
積

み
重
ね
に
よ
っ
て
自
分
の
変
化
を
実
感

▽
弦
が
胸
に
当
た
っ
て
、
め
ち
ゃ
痛
か

っ
た
こ
と
。

▽
弓
道
場
で
外
に
出
て
、
的
を
ね
ら
っ

て
矢
を
放
っ
た
こ
と
。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９次
年
度
以
降
に
向
け
て

成
果
と
課
題

授
業
実
践
に
向
け
て

弓
道
の
実
践

授
業
実
践
よ
り

◯
◯
◯
◯
◯
◯

10 11 12◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

は
じ
め
に―

弓
道
に
取
り

組
む
以
前
の
武
道
の
学
習

２
年
間
の
実
践
を

ふ
り
返
っ
て

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

⑴
２
年
間
の
成
果
と
し
て

①
盲
学
校
の
生
徒
が
実
践
で
き
た
こ
と

　

指
導
者
が
初
心
者
で
あ
っ
て
も
、

様
々
な
方
よ
り
指
導
や
理
解
、
協
力

を
得
る
こ
と
が
で
き
、「
弓
道
が
楽
し

い
」、「
来
年
も
ま
た
や
っ
て
み
た
い
」

と
い
う
生
徒
の
声
を
受
け
て
、
視
覚
障

が
い
の
あ
る
見
え
な
い
、
見
え
に
く
い

生
徒
で
あ
っ
て
も
安
全
に
楽
し
く
弓
道

の
授
業
が
実
践
で
き
た
。

②
地
域
や
社
会
へ
弓
道
の
実
践
を
発
信

で
き
た
こ
と

　

新
聞
や
ラ
ジ
オ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

学
校
公
開
な
ど
で
、
本
校
で
の
弓
道
の

授
業
を
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

に
よ
り
、
視
覚
障
が
い
者
へ
の
正
し
い

理
解
や
弓
道
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
た
。

対
す
る
理
解
を
高
め
ら
れ
た
ほ
か
、
視

覚
障
が
い
の
あ
る
生
徒
た
ち
の
社
会
参

加
、
共
生
社
会
に
向
け
た
意
識
を
広
げ

ら
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。

⑷
生
徒
の
声
（
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
）

Ｑ
１
：
弓
道
の
楽
し
さ
や
魅
力
は
？

▽
離
れ
の
後
に
的
に
矢
が
当
た
っ
た
時

の
気
持
ち
よ
さ
。

▽
射
法
を
き
ち
ん
と
や
れ
ば
当
た
る
。

▽
自
分
の
性
格
が
分
か
る
よ
う
な
気
が

す
る
。

▽
弓
を
引
く
と
き
の
緊
張
感
。

Ｑ
２
：
弓
道
の
学
習
で
心
が
け
た
こ
と

は
？

▽
射
法
八
節
と
姿
勢
を
正
す
こ
と
を
心

が
け
た
。

▽
何
も
考
え
ず
、的
を
見
つ
め
る
こ
と
。

▽
的
に
当
て
よ
う
と
意
識
し
過
ぎ
な

い
。

▽
大
三
か
ら
集
中
力
を
高
め
る
。

Ｑ
３
：
弓
道
の
学
習
で
思
い
出
に
残
っ

て
い
る
こ
と
は
？

▽
巻
藁
練
習
で
外
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
。

▽
桑
田
秀
子
先
生
（
範
士
八
段
）
が
学

校
に
来
て
、教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
。

⑵
学
校
公
開
日
に
よ
る
弓
道
の
授
業
の

一
般
公
開

　

学
校
公
開
日
に
合
わ
せ
て
、
弓
道
の

授
業
を
一
般
公
開
し
た
。
ゴ
ム
弓
を
使

っ
た
練
習
や
、
３
ｍ
手
前
か
ら
の
的
前

練
習
を
見
て
「
初
め
て
弓
道
の
授
業
を

見
た
」、「
全
盲
の
生
徒
が
的
に
当
て
た

の
に
は
驚
い
た
」、「
集
中
し
て
取
り
組

む
姿
に
感
動
し
た
」
等
の
言
葉
を
参
観

者
か
ら
か
け
て
も
ら
っ
た
。
そ
う
し
た

声
が
生
徒
の
励
み
と
な
り
、
ま
た
弓
道

の
授
業
に
対
す
る
理
解
に
も
つ
な
が
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

⑶
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
報
道
（
北
海
道
新

聞
）

　

弓
具
等
の
寄
贈
式
に
取
材
に
来
た
新

聞
記
者
が
、
指
導
計
画
や
指
導
内
容
に

興
味
を
も
ち
、
そ
の
後
も
何
度
か
継
続

的
に
授
業
の
様
子
を
取
材
し
て
い
た
。

ま
た
、
弓
道
場
で
の
授
業
に
も
同
行

し
、
そ
れ
ら
一
連
の
内
容
が
記
事
と
し

て
社
会
面
で
大
き
く
掲
載
さ
れ
た
。
こ

う
し
て
マ
ス
コ
ミ
に
あ
げ
ら
れ
た
こ
と

で
、
各
方
面
か
ら
賛
辞
の
言
葉
を
多
く

い
た
だ
き
、
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
な

ど
、
思
っ
た
以
上
に
周
囲
へ
の
反
響
が

大
き
く
驚
い
て
い
る
。
弓
道
の
授
業
に

を
放
つ
音
、
的
に
当
た
る
音
な
ど
を
体

感
し
た
り
、
直
接
指
導
を
し
て
い
た
だ

い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
、
本
物
の
弓

道
を
直
に
学
習
す
る
経
験
が
で
き
た
こ

と
で
、
さ
ら
な
る
学
習
意
欲
の
向
上
や

礼
儀
作
法
の
大
切
さ
を
改
め
て
学
ぶ
機

会
と
な
っ
た
。

実際の的に触れて大きさを確かめる 弓道場での近距離からの的前練習


